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小学校 国語科学習指導案

廿日市市立阿品台西小学校 阿部洋子

「青い地球はだれのもの？－環境提言集を作ろう－」１ 単元名

第５学年１組 名２ 対 象 40

３ 単元について
５年生にとっての「互いに伝え合い，高め合う」姿が具体的に見られるようにするには，次
の４点が課題となると考えた。
① 切実性のあるテーマの設定。
② 児童の目的意識が持続し，課題追求が継続的に発展できる単元構成。
③ 学習活動に「交信」できる場を設定し，質的な向上が望める学習展開。
④ 児童に達成感がもてるような，目に見える「結果 。」
本単元「青い地球はだれのもの？」は，この４点の課題から考えた「環境問題」についての
学習である 「環境」に関する教材は国語の教科書にもあり，また，他教科にもある。。
①②の課題から 「国語」は「国語 「社会」は「社会」と別々に学習するのではなく 「環， 」， ，
境問題」というテーマに沿って 学習活動によって関連づけられる単元構成を考えた。,
この学習は，児童が２学期半ばに学習する「公害」の授業（社会科）から始まる。ここでい
う「公害」はいわゆる「産業型公害」である。児童はこの学習の過程で，病気の原因が発達し
た工業にあることを知り，公害を防ぎ，環境を守ることで人間のくらしや命も守られていくこ
とを知る。しかし，少しでも意識すれば，多くの情報のなかで暮らしている児童は，環境汚染
が今も進行していることに気づくであろう。その気づきから，自分たちの身の回りの環境につ
いて，調べる学習に入る。児童は，提示された調べる場所や方法のなかから選択し，グループ
ごとに調査・まとめの計画を立て，学習を進める。それぞれのグループが異なることを調べる
ようにして，お互いに報告する。こうして，地域の環境について知った後で，地域に住み，環
境問題を追究しておられる方を講師として招き，実際に話を聞く場を持つ。話の内容は現在の
問題について取り上げられているので，それぞれの児童のとらえが違うことも考え，どんな話
だったか（話し手の要旨をつかむ）を班で振り返る場を設定する。ここで，もっと知りたいこ
とを意識しながら，説明文「一秒が一年をこわす」を読み，筆者の要旨をとらえ，自分なりの

。 ，「 」 。環境問題についての意見を書く 講師の話も説明文も 考えよう と児童に投げかけている
続いてする学習は，その投げかけに答えるものでありたい。投げかけられた問題の対象は大き
く「何をしたらいいか」と考えることは，児童にとって容易なことではないが 「提言」を書，
くという活動を通して，自分の考えを更に深めさせたい。また 「提言」先を具体的にして，，
そのために 「正確な情報をもとに書いているか 「意図と根拠がはっきりした訴えになって， 」
いるか」という点から内容を見直す場を設け，伝え合おうとする意欲を高めるようにしたい。
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４ 教材・資料
国語科： 調査した「
ことを 「みんなで」
考えよう」
社会科： 工業の発「
達と公害」
「わたしたちのく
らしと国土のよう
す」
家庭科： 緑黄色野「
菜を使った調理実
習 〔調理実習後の」
後始末〕
特別活動（学級活
動 ：班の活動の時）
間〔協力してテー

，マについて調べる
まとめる 〕。

５ 単元目標
ア 単元全体の目標
調べたり考えをま
とめたりする活動を
通して，身の回りの
ことや自然や社会に
起こる環境の問題の
存在に気づき，積極
的に「環境問題」に
関心を持つことがで
きる。
イ 各教科等の目標
①国語科

， 。◎ 環境問題についての問題意識をはっきり持ち 自分の考えをまとめることができる
（表現 エ）
○ テーマに沿った事柄を調べるため，必要な文章を読んだり，必要な情報を聞いたり
できる （理解 キ）。
②社会科

， 。○ 環境について理解できるようにし 環境の保全の重要性に関心を持つことができる
③家庭科
○ 食事を工夫して整えるという実践的な活動を通して，安全で適切な後始末の方法が
わかる。
④特別活動（学級活動の時間）
○ 分担して調べたりまとめたりする班活動を通して，健康な生活のために主体的に解
決していこうとする意欲を高める。

単元の構成
―環境提言集を作ろう―単元名 青い地球はだれのもの？
《児童の意識の流れ》

【国語科・特別活動】
【社会科】

【家庭科】
家庭科の調理実習
後環境を汚さない
ための手だてを実
践する
・油の汚れは？
・ごみの始末は
（１時間）

【社会科】
生活型公害につい
てや環境保全の重
要さについて再認
識する。
（７時間）

【国語科】
『提言集』を読ん
で感想を書く。
（１時間）

・工場が原因というだけ
かな？
・私たちの周りはどうだ
ろう？

・どんなことを
調べたらいいのか
な。
・友達が調べたこ
とと比べてみよう。

・違うところ，
同じところは？
・青野先生の話を聞

いてこう思った。

・どんな内容にすれば
役に立つかな。
・内容はこれでいい

だろうか。

・「一秒が一年を

こわす」を読んで，
こう思った。
・環境問題はだれの

問題？

公害の問題につ
いて考える学習
公害の原因と
それを防ぐ努力
を知る
（６時間）

身の回りの環境につ
いて，簡単な調査を
し，まとめる。
・水・空気・土・ごみ・
食品添加物について，グ

， 。ループに分かれ 調べる
・各グループごとに小発
表をし，まとめる。
・まとめたことを報告す
る準備をする。
・報告会をする。
・青野先生の話を聞く。
（国語８＋特活３）

「 」一秒が一年をこわす
を読む。
・初発の感想
・要旨を読み取り自分,
なりの考えを書く。
・環境についての問題
を話し合い，今後の計
画を立てる。

「提言集」づくりをす
る。
・どんな提言集をつく
るか，話し合う。
・テーマに沿って調査
し，まとめる。

。・内容の検討会を開く
（国語８＋特活２）
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（全 時間）６ 単元の学習過程 42
内容
学習のね 学習内容 児童の 教師の
らい 学習活動 支援活動段階
１ 社会科 活動１ ＊四大公害のなかか
『工業の発達と公害 公害の問題につい 水俣病がどんな ら，熊本の水俣病を

導 の問題』 て調べる。 病気なのか調べ， 中心にして考えさせ
・公害の被害状況や 公害を防ぐ努力に る。

入 原因を調べ，公害に ついて知る。
苦しむ人々の取り組

／ みを理解する。 原因について知り 活動２ ＊目を自分たちの身，
・公害防止の対策 身近に環境を汚染 身の回りに環境 の回りの汚れに向け

， 。と が，国民の健康保護 する原因はないか を汚染するものが させ 意識化を図る
ら のために重要である 考える。 ないかを考える。
え ことを知る （４時。
る 間）
２ 特別活動（学級 活動３ ＊調査の手引を作成

展 活動） 身近な環境につい 身の回りの環境 し，グループで調査
， ， 。『身の回りの環境の て，調べる。 について 調査し の計画を立案させる

実態』 まとめる。 ＊まとめの手引を作
開 ・実態調査したこと ・水調べ 成し，助言する。
／ を協力してまとめる ・空気調べ ＊報告会のリハーサ
追 ことができる （３ ・土調べ ルをして，発表の仕。

。時間） ・ごみ調べ 方について助言する
・食品調べ

究 ３ 国語科 活動４ ＊話を聞く意欲を高
『調査したことを』 まとめたことに められるように，報
・進んで調査し，調 ついて，報告会を 告会後に設定する。

す べたことと意見を区 開く。
別して，わかりやす 環境・環境問題に 活動５
く発表することがで ついて，青野先生 青野先生の話を

， 。る きる。 の話を聞く。 聞き 感想を書く
・要旨を考えながら
聞くことができる。 活動６ ＊話の内容をより理
（８時間） 青野先生の話と 解させるために，グ

。感想について，話 ループで交流させる
し合う。 話のポイントがずれ

。ないように支援する
３ 国語科 活動７ ＊文章に出てくる数
『 』 ，みんなで考えよう 説明文「一秒が一 初発の感想を書 字の意味に着目させ
「 。（ 一秒が一年をこ 年をこわす」を読 き，数字の使われ 内容をとらえさせる
わす」８時間） む。 方を調べる。
・要旨を読みとり，

展 自分なりの考えをま
とめることができ 活動８
る。 内容を読みとり ＊挿し絵をかいてか，

開 （ 環境提言集をつ 要旨についてまと ら内容をとらえさせ「
くろう」 時間／ める。 るようにする。10
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段階 学 習 の ね ら い 学 習 内 容 児 童 の 学 習 活 動 教 師 の 支 援 活 動
（ ） ，／ うち２時間は学級活 活動９ 授業記録１ ＊環境問題について

動の時間を充てる 環境提言集づくり 環境についての 自分の考えをまとめ。）
・テーマに沿って調 の計画を立てテー 問題を話し合い， させてから話し合わ

追 べ，自分の考えがわ マに沿って調査し 今後の学習計画を せる。
かる文章を書くこと まとめる。 立てる。
ができる。 活動 授業記録２ ＊内容的に高まるよ10（ ）

究 テーマに沿って うに，内容検討会を，
調査し，まとめる 設定する。
・内容の決定

す ・分担
・内容検討会

４ 家庭科 活動 ＊生活排水，ごみに11
る 黄緑色野菜を使っ 家庭科の調理実習 今までの学習を ついて考えさせ，今『
た調理実習 後，環境を汚さな 思い出し，調理実 まで学習したことを』
・生活排水・ごみの いための手だての 習の後かたづけを 実践させるための助
分別について考えよ 実践をする。 環境を汚さないよ 言をする。
うとする。( 時間) うにする。1

５ 社会科 活動 ＊展開で作った提言12
ま 『わたしたちのくら 全国の自然環境 が，実は自分たちに

，と しと国土のようす』 生活型公害につい の様子と汚染の広 もあてたものであり
め ・国土の様子と生活 てや環境保全の重 がりについての実 どのような実現をし
／ 型公害について理解 要さについて再認 態を把握し，環境 ていくか考えていけ
見 し，環境保全につい 識する。 を守っていかなけ るように助言する。
つ てまとめることがで ればいけないこと
め きる。(７時間） を再認識する。
直
す ６ 国語科 活動 ＊次への行動へつな13
『提言集』を読んで 『提言集』への反 感想を読み，返 がるように，助言す
感想を書くことがで 響を知り，感想を 事・感想を書く。 る。
きる （１時間） 書く。。

（活動９－２時間目）７ 指導過程(１)
○本時の目標
環境提言集の内容を決めるために，自分が選んだ事項と選んだ理由をはっきり言うことが
できる。
○本時の学習展開
学 習 活 動 予想される児童の反応 児童に対する支援（・）

・学習状況 ・評 価（○）
１ 本時のめあてをつかむ ・環境提言集の内容を決めよ ・各自，前時に書いたプリントを。

う。 準備させておく。
【内容決定の基準】
①考える回数が多い。
②特に気になる （心配）。
③自分たちで調べられる。

２ どんな内容の環境提言 ・学習班に分かれて，班内で話 ・話し合いについては，基準に基
集にするかを話し合う。 し合いをする。 づいて意見を出す方法（Ａ型）と
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〈Ａ型の話し合い〉 順番に意見を出す方法（Ｂ型）の
・どのことについてよく考える いずれでもよいものとする。話し
か。それは，なぜか。 方のパターンは手引として示す。
・特に気になることは，何か。 ○理由をはっきり言うことが
それは，なぜか。 できる （自己評価，観察）。
・調べられそうな事は，…〈Ｂ ○発表について，感想や質問を出

， 。型の話し合い〉 し合いながら 話し合いができる
・わたしは（ぼくは）○○のこ （自己評価，観察）
とを一番よく考える。それは，
…だからだ。
・わたしは（ぼくは）○○のこ
とが気になる。それは，…だか
らだ。
・○○のことはよく知ってい
る。
〈まとめの話し合い〉 ・各班ごとに色画用紙に調べる内
・わたしたちの班では，○○と 容を簡単に書き，黒板に掲示させ
○○について出すようにする。 る。

３ 選んだ理由を発表し， ・ ○についてを提言したいと ・基準を観点に聞くようにさせ「
内容を決定する。 思ったわけは，……」というよ る。聞き取りカードを準備する。

うに，根拠をはっきりさせて発 ○理由をはっきり言うことができ
表する。 る （観察）。
・発表に対し 「○班の理由を ○発表に対し，感想・気づきを持，
聞いて質問があります 「同 つことができる （聞き取りカー。」， 。
感です 」等感想を話す。 ド）。

４ 次時のめあてをつかむ ・分担・方法を決めて，提言集。
を書くことを知る。


